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１．安倍政権時の米ドル・ベースGDPは一度も民主党政権時のGDPを上回ったことがない

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

5,700 6,157 6,203 5,156 4,850 4,389 4,923 4,867 4,955 5,082

名目GDP（USドル）の推移（2010年～2019年）

単位：兆ドル民主党政権 安倍政権
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（出所）内閣府「国民経済計算」及び世界銀行「World Bank Open Data」
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（年）

＜ポイント＞
米ドルベースの日本のGDPは「悪夢」の民主党政権時代の方が大きく、第2次安倍政権発足後は一度
も民主党政権時代のGDPを上回ったことはない。 民主党政権最後の2012年のGDPは6.2兆ドルで、
安倍政権の2019年は5.08兆ドルと1兆ドルも下回っていることをほとんどの国民は認識していない。

実質GDP（円）

名目GDP（円）

名目GDP（USドル）

5.08兆米ドル
（2019年）

民主党政権

第2次安倍政権

6.2兆米ドル（2012年）

日本の名目GDP、実質GDP、名目GDP（USドル）の推移
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２. 米中覇権争いの中、米国、中国の著しい経済成長に対し、日本だけが長期低迷
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（出所） ＩＭＦ「World Economic Outlook Database October 2019」

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

日本 5,700 6,157 6,203 5,156 4,850 4,389 4,927 4,860 4,972 5,154 5,413

米国 14,992 15,543 16,197 16,785 17,527 18,225 18,715 19,519 20,580 21,439 22,322

中国 6,066 7,522 8,570 9,635 10,535 11,226 11,222 12,062 13,368 14,140 15,270

日本

米国

中国

＜ポイント＞
（１） 米ドル換算での日本のGDPは、バブル崩壊後も慣性で増え続けた1995年

まで上昇、その後は減少横ばいか続き、2019年は1995年比0.93倍と減少
（２） 米国のGDPは一貫して増加し続け、2019年は1995年比2.8倍に増加
（３） 中国のGDPは2010年に日本を追い抜き、2019年は日本のほぼ3倍

＜注＞ P2とP3の米ドル数字表示に若干の差異あり。これは、世界銀行「World Bank Open Data」（P4）、
ＩＭＦ「World Economic Outlook Database October 2019」（P5）の出展の違いよるもので、誤差の範囲。

米ドル・ベースの日本、米国、中国の名目GDPの推移
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３．主要先進国の名目GDPの推移（米ドル・ベース 1989年～2019年）

8.83

単位：兆ドル 日本 米国 ドイツ フランス イタリア 英国 カナダ オーストラリア
1989年 3.05 5.62 1.40 1.03 0.93 0.93 0.57 0.30

1995年 5.45 7.64 2.59 1.60 1.17 1.34 0.60 0.37

2019年 5.08 21.43 3.85 2.72 2.00 2.82 1.74 1.39

2019年は89年比何倍か 1.67 3.81 2.75 2.64 2.15 3.03 3.05 4.63

2019年は95年比何倍か 0.93 2.80 1.49 1.70 1.71 2.10 2.90 3.76
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（出所）世界銀行「World Development Indicators」

（年）

＜ポイント＞
米ドル換算での先進諸国の名目GDPの推移をみると、下表の
グラフ、実数字で明らかなように、日本だけが低迷している
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４．主要先進国の名目賃金指数の推移（1991年～2020年）

（注）Average annual wages, Current prices in NCU

（出所）OECD.Stat
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＜ポイント＞
過去30年の日本経済の低迷
を一目で説明しているグラフ。
イタリアを除く他先進諸国の賃
金水準が1991年比大きく伸び
る中で、日本とイタリアだけが
伸びていない。
先進国経済は個人消費が6

～7割を占めるが（日本は6割）

賃金が伸びなければ個人消費
とGDPが伸びないのは当然
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５．世界、日本、米国、中国、ASEANの実質GDP成長率の推移（1985年～2019年）
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注１）BRICSはブラジル、ロシア、インド、中国及び南アフリカの合計値の伸び率である。また、1989年まではロシアのデータ欠如のため、1990年以降の推移となっている。
２）ASEAN計は加盟国の合計値の伸び率であるが、1985～1992年のカンボジアはデータ欠如のため含まない。

出所）世界銀行「World Development Indicators」、「Global Economic Prospects, January 2018」及びOECD「OECD.stat」より作成

（年）

日本

世界

リーマンショック

アジア金融危機

小泉・竹中時代
民主党政権 第二次安倍政権

＜ポイント＞ 日本経済は世界経済と連動している。但し、アジア金融危機やリーマンショック
など世界全体が落ち込む時、日本の落ち込み度合いは世界よりも大きい。
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６．日本のGDPは個人消費に比例連動しており、株価に連動しているわけではない
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注１）名目ＧＤＰ及び家計最終消費支出については、1980年から1993年までは2000年基準（93SNA）、1994年から2019年までは2011年基準（08SNA）による。
２）マネタリーベースは各月平均残高の単純平均、株式時価総額（一部＋二部）は各月末値の単純平均である。

（出所）内閣府「国民経済計算」、日本取引所グループ公表資料、日本銀行「マネタリーベース平均残高」より作成

（兆円）

（年）

マネタリーベース

株式時価総額
（東証１部＋２部）

家計最終消費支出（個人消費）

＜ポイント＞
日本のGDPは個人消費に連動。株価上昇との連動はない。第二次
安倍政権発足以来、マネタリーベース増加と株価は連動している。
先進国では個人消費の増加なくしてGDPの増加はない。

第二次安倍政権

基本的な経済指標でみる日本経済（名目GDP、個人消費、株式時価総額、マネタリーベース）

名目GDP


